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運動会あれこれ        校長 戸村達男 

子どもたちも、そして保護者の皆様も楽しみにしている運動会、もうすぐです。 

今回の学校だよりは、普段お伝えしていないことも交えながらの「運動会特集」です。 

 

【授業時数について】 

 学校の教育活動の内容や時数は、「学習指導要領」に定められています。日本全国どの学校で

も一定の教育水準を保証するために、文部科学省が定める基準のようなものです。 

 これによると、体育の年間授業時数は、１年生から４年生までは週３時間（年間１０５時間）、

５・６年生はおよそ週２．６時間（年間９０時間）と決められています。この時間内で、短距離

走、持久走、跳び箱やマット、鉄棒、球技などを計画的に学習しているのですが、実は運動会の

練習時間も、この１０５時間、９０時間という時間の中で行っているのです。 

 南小学校の運動会種目は、各学年とも徒競走と表現運動となっています。“台風の目”や“綱

引き”、“玉入れ”などの、いわゆる団体競技もやってほしいというご意見をいただいていたよう

ですが、それを実施するためにはもちろん練習時間が必要で、その分ほかの教育活動を削ること

になることをご理解いただければと思います。 

 短い練習期間にして集中して練習することで、子どもたちの集中力をアップさせ、質の高いパ

フォーマンスを発揮させていきたいと考えます。子どもたちの運動会でのパフォーマンス、ご期

待ください。 

  

【運動会、苦手な子もいるんです】 

 運動会というと、子どもたちみんなが楽しみにしている行事、というイメージを抱きがちです

が、実はそうではありません。運動会に苦手意識を持っているお子さんは、一定数います。 

 大きな音が苦手なお子さんにとっては、徒競走のピストルの音や応援合戦の声、ダンスの際の

音楽が、苦痛となります。 

 初めてのことに対して、強い不安を感じてしまうお子さんもいます。振付を覚えなければいけ

ない上にさらに隊形移動もこなさなければならないダンスは、初めてのことが苦手なお子さん

にとってはかなりハードルが高いです。 

 また、運動会の練習期間は時間割が大きく変動します。今日は 3 時間目が体育の予定だった

けれど、ほかの学年との兼ね合いで 2 時間目に変更。こうした予定変更がプレッシャーとなる

お子さんも多いです。 

 そして、苦手な理由、参加したくない理由を、ちゃんと自分の言葉で表現できるお子さんばか

りではないことも考えておく必要があります。 

人間ですから、子どもですから、苦手なことがあって当たり前。 
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大きな音が苦手なお子さんにはヘッドフォンのようなイヤーマフをつけて出場してもらいま

しょう。隊形移動が苦手なお子さんは、だれかに手を引いてもらって一緒に移動しましょう。 

学校では、一人一人のお子さんの事情に寄り添いながら対応していきます。何かご心配なこと

がありましたらご相談ください。 

 

【運動会にはドラマがあります】 

 先日の朝、３年生くらいの男の子に、校門のところで話しかけられました。 

「校長先生、ぼく、今毎日家の周りを走ってるんだ」 

「それはえらいね。どうして走ってるの？」 

「運動会で１位になりたいから」 

その後、泣いている１年生に対応したので、名前を聞きそびれてしまったのですが、その子の

徒競走、気になります。「がんばれ！努力は決して無駄にはならないぞ」 
 

１年生のころから応援団長にあこがれ続け、６年生になり、やっと応援団長になれた子。運動

会にかける熱量は半端ではありません。なにせ６年分の思いが込められています。そういうこと

を知っていると、応援の姿を見ているだけで、泣きそうになります。 
 
高学年の子どもたちからは、高学年らしい演技や競技を行って、保護者や下級生に堂々とした

姿を見せたいという気持ちをものすごく感じます。今、この学校だよりを書いている時間にも、

校庭では５・６年生が練習しているのですが、ふざける子、いいかげんにやる子は一人もいませ

ん。みんな、ものすごく真剣です。 

５・６年生のみんな、南小のよき伝統を受け継いだ立派な姿、そして気持ちは下級生にきっと

伝わります。当日、素晴らしいパフォーマンスを発揮してください。期待しています。 

 

【どう思われますか】 

 昨年、こんな意見が運動会終了後に届きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南小学校に着任して半年。僭越ではありますが、南小の保護者の皆様のモラルはとても高いと

感じています。朝はたくさんの保護者の方々が子どもたちを見守ってくださっていますし、授業

参観や学校公開の際、廊下で大きな声でおしゃべりしている保護者もほとんど見かけません。 

子どもは大人の鏡です。子どもたちは私たち大人の言動や立ち振る舞いをよく見ています。子

どもたちに恥ずかしくない言動・立ち振る舞いをしていきたいものですね。 

 

 （前略） 

ある学年の演技中、周りにいたほかの学年の子どもたちが、席から立ち上がっていまし

た。ふざけていたというのではなく、何か応援に夢中になって、つい立ち上がっちゃったと

いう感じでした。 

その時、ある保護者の方が、強い口調でこうおっしゃいました。 

「おい、座れよ。写真が撮れねえじゃねえか。」 

「先生、何やってんだよ。子どもたちを座らせろよ。」 

聞いていて、悲しい気持ちになりました。運動会の主役は子どもたちです。運動会は教育

活動です。私たち保護者は、それを邪魔にならない範囲で応援させていただく。私はそう思

います。（後略） 


